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2特৭ 3特৭

খ学ߍ理科は、ະདྷを୲͏ࢠͲもたͪが、ॳΊてग़ձ͏科学的思考の場です。
豊かな自然に௚に৮れ、問題を見いͩし、ଞऀとڠ働しながら問題を解決していく
「科学的なӦΈ」を、͜れまでҎ্にେ੾に教科書をฤमしました。
௕೥ഓわれてきた教ҭݱ場の࣮ફをܧঝしつつ、理科のՄ能ੑをもっと͛޿る

「ϋイϒϦουな教科書」が、 ਓ̍̍ ୆λϒϨοト時୅の教ҭݱ場をαポートします。

●「見つける・ௐ΂る・まとΊる」の
̏ஈ֊の学びのサイクルで、
問題解決のྗがߴまります。

● 問題解決のաఔを学びのライン
でつな͗、児童も教ࢣも学びの
見通しがもてます。

● 理科の見方・考え方のヒントを
「見える化」し、児童の主体的・
ର࿩的で深い学びを࣮ݱします。

● ୳ڀ৺をΏ͞Ϳるෆ思ٞな
ࣸਅや題ࡐで、児童を主体的
な問題解決に導きます。

● ϏジϡΞϧで、μイφϛοΫな
ࣸਅ・ࢿྉを豊富にࡌܝした、
資料性の高い教科書です。

● ࣮生活や࣮ࣾձとのつながりを
େ੾にした、理科を学ぶ意義・
有用性を࣮ײできる教科書です。

編修ͷجຊํ਑1.

に͜ ͨえる
๛෋な資ྉܥίϯςϯπ

をαϙʔτ͢ る
๛෋な学शܥίϯςϯπ

をαϙʔτ͢ る
ΠϯλϥΫςΟϒίϯςϯπ

資質・能力が育つ
未来をひらく

దな学びもっと஌りͨ࠷別ݸ ʂ͍ڠಇతな学び

1特৭

理科の学びが
見える

理科がもっと
楽しくなる

ࣗવとのؔΘりをΑりେ੾に、͜Εからの理科のՄ能ੑを͛޿るɻ

をもっとʂ未来を୲͏ Ͳもͨͪに、わくくわࢠ

● ༧ଌࠔ೉な時୅をڧく生きൈく
たΊにඞཁな理科の資質・能力
がしっかりと਎につきます。

● Ұਓひとりの๷災・ݮ災の意識
をߴΊ、自然災害から਎をकる
防災力をҭΈます。

● ࣋ଓՄ能な։ൃ目ඪ（4%(T）
なͲのॾ՝題を、教科横断的に
捉える視点をཆいます。

理科の学び ICTの活用×

1
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巻頭：学びの中でICTを活用してみよう（p.4～5）QR：生き物のなかま分け（p.74）

● 理科の学びに͓ける ICT の効Ռ的な活用例を
「活用の目的」とともにࡌܝしています。
● 授業での活用を૝定した、インλϥΫςΟϒな
ίンςンπで、協働的な学びをαポートします。

巻頭：理科の楽しみ方「学びのサイクル」（p.2～3）

巻末：理科の見方・考え方（p.182～183）

● 単元಺では、問題解決の各過程をݴ༿で大きく示すとともに、
全ての過程を「学びのライン」でつな͙ことで、学びのݟ通しを
もちやすくしています。

໰୊ղܾͷݟ௨͠を΋ͪや͢い
ʮֶͼͷαΠΫϧˍϥΠϯʯ

● ಄の「ཧ科のָしΈ方」では、問題解決の過程をר
見つける・調べる・まとめるの̏ஈ֊に分け、
ཧ科の「学びのサイクル」をわかりやすく示しました。

見方・考え方
マーカー（p.20）

ਂいֶͼͷώϯτを͑ݟΔԽ͠た
ʮݟ ɾํํ͑ߟϚʔΧʔʯ

● 問題解決のݤとなる「理科の見方・考え方」に
ϚーΧーを෇すことで、児童のਂい学びを
ແཧなくサポートし、資 ・࣭ೳ力を育Έます。

、຤では、理科の見方・考え方をまとΊて紹介しר
͞らに日常生活で見方・考え方が໾ཱつ場໘を、
ອըでわかりやすく紹介しています。

まとめる
3

・問題をつかもう
・問題

見つける
1

調べる
2

・けっかから考えよ͏
・まとΊ
・もっと知りたい

・༧૝
ըܭ・
・かΜ͞つ
・͡ っけΜ
・けっか

2

1

理科の学びが 教科書見える1特৭

� ೥ではಛに、問題を
見いだす力をҭΈます。

活用の໨త
「見ฦして
考えたい」なͲ

ཧՊイラετσʔλूç
学習に໾ཱつイϥεトσーλを
μ΢ンϩーυして࢖えます。

学びの
サイクル

で をもっと！わくわく

・ͪΎ͏ं場ήーϜ
（Q���）
・໺֎にߦくときの
෰ͦ （͏Q���）なͲ

他にも

WEB

単元内：問題解決を見える化した「学びのライン」（p.155～156）

2

3-�



● ಄のΨイμンスϖーδでは、「自然のෆ思ٞとのग़会い」をר
テーϚに、児童の๛かなද৘のࣸਅと、探究のੈք΁い͟なう
メοηーδをఴ͑、主体的に学習にऔり૊Ή態度をཆいます。

● Ϗδϡアルで、μイφϛοクな写真・資料を豊富にࡌܝした、
資料性のߴい教科ॻです。

● 実生活や実ࣾ会とのつながりを大切にし、
「ཧ科の޿৔」や「くらしとϦンク」などで、
ཧ科にؔわる身ۙな題材を豊富にࡌܝしました。
ཧ科΁のڵ味・ؔ心を高め、理科を学Ϳ意ٛ・
有用性を実ײできます。

巻頭:ガイダンスページ（表紙裏～p.1）

単元内：理科の広場（p.51）

単元内：ビジュアルで、 ダイナミックな写真・資料（p.98～99）

単元末：くらしとリンク（p.107）

● ๛෋な資料系コンテンツで、
児童の「もっと知りたい！」にこたえ、
観察・実験の技能も身につきます。

QR：いきものずかん（p.15）

QR：ほういじしんの
使い方（p.97）

単元末：くらしとリンク（p.107）

巻末付録：植物たんけんシート

ʮ͑ͬʁʯʮ͢͝いʂʯʮͲ͏ͯ͠ʁʯ
୳ڀ৺をΏ͞ͿΔࣸਅや୊͕ࡐ
ओମతͳ໰୊ղܾにಋ͖·͢ɻ

1

理科がもっと 教科書楽しくなる2特৭

l͘Β͠z ͱͷͭͳ͕Γ͕Θ͔Γɺ
ཧՊをֶͿ意ٛɾ༗用ੑを࣮ײͰ͖·͢ɻ

2

生命尊重や環境保護を意識できるよ͏、
దॴにϚーΫをදࣔしています。

໺֎΁の࣋ͪӡびに
దして͓り、ߍ֎学習や
Ոఉ学習のػձに、
自然の共通性・多様性に
৮れる͜とができます。

で をもっと！わくわく

学習಺༰にؔ࿈した৬業や働くਓのϝοηージを
紹介し、キャリア教育のҰॿとなるよ͏にしています。

理科を活かして働くਓ΁のインタビϡーç

WEB

動 画

動 画

༿がग़るよ͏す（Q���）ࢠ
ηϛの໐き੠（෇࿥）�なͲ

他にも

3
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●「まとめノート」で、学習内容をわかりやすくまとめる習׳づけ
ができるようにしました。ノートࢦ導にも役ཱちます。

●「たしかめよう」で基礎・基本の定着を図り、「活用しよう」で
知ࣝをԠ用する力や科学的にઆ໌する力が育つようにしました。

●「これまでの学習をつなげよう（Q����）」では、
ෳ਺の単元にまたがって学習した内容をもとに、
知ࣝをؔ連づけて思考する力が育つように޻෉しました。

単元末：まとめノート、たしかめよう、活用しよう（p.56～57）

観察・実験における感染症対策の注意（p.155）
巻頭：地球のために、
みらいのために（p.6）

ができるようにしました。ノートࢦ導にも役ཱちます。
基礎・基本の定着を図り、「活用しよう」で
科学的にઆ໌する力が育つようにしました。

● 予ଌࠔ೉な࣌୅をڧく生きൈくため、
新ܕコϩφウイルスや SDGsなどの
現୅的な՝題を適所でѻい、さらに
教科ԣ断的な視点（STEAMの発૝）で
՝題をଊ͑られるようにしています。

ウィズアース～風のぼうさい～（p.58）

QR：スマート
かいせつ
（p.57）

● 4D(T や 4T&"Mにؔするよりৄしい৘ใ
を、特ઃサイトから学Ϳことができます。

巻末： ＷａＣＢＴ（p.184）

● ίンϐϡーλ上で、ө૾から৘ใを
読Έ取り、問題に౴͑る CBT ˞です。
ಡ解力や৘ใ活用ೳ力を育Έます。

※ Computer Based
　 Testing　の略

●「まとめノート」の23ίーυから、
֘౰単元の学習内容をふりฦる
補充問題に取り૊むことができます。

●「たしかめよう」「活用しよう」の全ての問題
の解આಈ画を視ௌでき、ཧ解౓に合わせた
個別࠷దな学びをサポートします。

が育つ教科書未来をひらく資質・能力3特৭

ཧՊͷʮྗֶૅجʯ͕ ਎に͖ͭɺ
ʮߟࢥ ɾྗ൑அ ɾྗ表ྗݱ౳ʯ͕ ҭͪ·͢ɻ

1

୅తͳॾ՝୊をݱ
Պԣஅతにଊ͑Δڭ
点をཆい·͢ɻࢹ

● 自然֐ࡂから身をकる
防災力をߴめるため、
「΢ィズアース～˓˓の๷ࡂ～」
をશ学೥にઃけました。

๷ࡂɾࡂݮͷ
಺༰をશֶ೥Ͱ
ѻͬͯい·͢ɻ

2

3

ճ౴にԠ͡て、
フィードバックが
すぐに確認でき、
くりฦし௅ઓする
ことができます。

特ઃサイト

̬
ワ ク ビ ッ ト

̰̘̗̩
Θ͘Θ͘

$#TνャϨンジ

ิॆ問題・解આ動画
個別学習に最適

で をもっと！わくわく

動 画

WEB

QR：わくわくSDGs（p.6）

4
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対照表2.

ϓϩάラϛンά教育΁の配慮

●「やってΈようʂϓϩάラϛンά」を全学年にઃけ、
ϓϩάラϛンά的思考をஈ֊的にҭ੒します。

● �年では、ཧ科でのϓϩάラϛンά的思考の入ޱとして、
෩のڧさをௐ੔して、目的のҐஔにंをఀめる
「ちΎうं৔ήーム」を体験できます（Q���）。

観察・実験の҆全面・Ӵ生面΁の配慮
● 観察・実験では、「஫意」Ϛークと஫意文や、「やけど」Ϛーク、「ڧいޫ」
Ϛークなど、֮ࢹ的にわかりやすい共通マークをઃけています。

● ໺֎活動のࡍの有ಟ生物΁の注意や೤த঱΁の注意、手をચうなど
のӴ生໘にも配慮しています（Q���、��など）。

̓、導経験のઙいઌ生もࢦ͝ 心して͝ࢦ導いたͩけるように。
●「学びのサイクル�ライン」により、児童・教ࢣともに問題解決のྲྀれ（ʹतۀల։）がわかりやすい教科ॻです。
● 問題解決のݤとなる「ཧ科のݟ方・考͑方」を例示し、児童をՁ஋づけるϙイントが͑ݟるようにしています。
● 充実した指導ॻ（गமࢠ࡭、解આࢠ࡭、デーλ΄か）で、೔ʑの教材४උや個別的なࢦ導を支援します。また、児童の書きࠐΈがอଘ
できる学習者用σδタル教科ॻ（༗料）もൃץします。

上هͷ߲ࣄࡌهҎ֎に特に意を用いた点や特色�.

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特৭ 該当箇所

શ体

● 理科の問題解決の流れをわかりやすく示しました。見通しをもった「主体的・対話的で深
い学び」を通して、ਅ理をٻめる態度が養われるようにしています。（ୈ１߸） 全ൠ

● 性別や人छ等による役ׂをݻ定せͣ、児童一人ひとりが個ਓのՁ஋をଚॏしながら、
いに協力して学びを深めていけるよう配慮しています。（ୈ２߸・ୈ３߸）ޓ 全ൠ

● 多くの動植物や自然環境を紹介したり、適所に「しͥんを大切に」マークを表示したりす
ることで、生໋ଚॏやڥ؀΁の意ࣝが高まるようにしています。（ୈ４߸）

p.43、72
など

● 持続Մ能な開発目標（SDGs）に関連する題材等を紹介し、ڥ؀のอશにد༩する態度やࠃ
༩する態度が養われるように配慮しています。（ୈ４߸・ୈ５߸）دձのฏ࿨と発లにࣾࡍ

p.11、171
など

巻
頭

理科の楽しΈ方、
学びの中で *$T を活用
してΈΑう

● 問題解決の流れを、教科書のߏ成にそって丁寧に説明しています。また、問題解決
における「理科の見方・考え方」や「ICT の効果的な活用例」を児童の目ઢで例示し、
児童自身が主体的に学習にऔり૊めるように配慮しています。（ୈ１߸）

p.2 ～ 5

単
元
内

問題をͭかもう ● ３年では、思考力・判断力・表現力等として特に「問題を見いだす力」を育むことを
重視し、ਅ理をٻめる態度を育成できるよう配慮しています。（ୈ１߸・ୈ２߸）

p.27、95
など

予想と計画、
結果かΒ考えΑう

● 問題に対する自分の予想を明確にした上で、他者と協力しながら解決方法を発想し、
計画にそって問題解決していく学習活動を設けています。自主ٴび自཯のਫ਼ਆを育
成し、੹೚ײをもつことができるようにしています。（ୈ２߸・ୈ３߸）

p.92、142
など

い方࢖の۩ث ● 観察・実験の基本ૢ࡞を丁寧に説明し、基本的なٕೳが着実に身につくようにしま
した。動画コンテンツも用意し、安全にも十分配慮しています。（ୈ１߸）

p.13、103
など

まとΊϊート ● 学習内容をふり返ることで、知ࣝが着実に਎につくとともに、ϊートのかき方の参
考として、ද現力や૑଄性が培われるよう配慮しています。（ୈ１߸・ୈ２߸）

p.78、129
など

たしかΊΑう、
活用しΑう

●「たしかめよう」では、単元の基礎的・基本的な知ࣝٴびٕೳの定着をはかる問題を
掲載しています。また、「活用しよう」では、਎ۙな物ࣄを科学的なࢹ点でଊえる活
用力が養われるようにしています。全ての問題の解説動画を視聴でき、個別最適な
学びにも対応しています。（ୈ１߸・ୈ２߸）

p.57、106
など

理科の޿৔、
͘ΒしとリンΫ

● 身ۙな生活に関連した話題や日本の఻統文Խ、ࠃ際的な話題などを紹介しています。
理科の有用性や理科を活かした৬ۀ΁のಌれ、ڷ౔Ѫを感じられるようにしました。

（ୈ３߸・ୈ５߸）

p.39、119、
149 など

ࣗ༝ڀݚ、
おもͪΌランυ

● 自由研究やものづくりを行う場面を設定し、予想や計画を立て、自力でূݕして解決す
る活動を通して、自主ٴび自཯のਫ਼ਆや૑଄性を養うことができるようにしました。（ୈ
２߸）

p.64 ～ 65、
170 ～ 173
など

巻
末

か͘、ͭたえる
●「きろくカードのかき方」や「ϊートのまとめ方」を、参考例をもとに丁寧に説明し、
ද現力のҭ੒に資するようにしました。また、発表時の話し方・聞き方を扱い、૬
खのཱ場にཱってߦಈすることのେ੾さを示しています。（ୈ１߸・ୈ２߸）

p.176～178

しͤͭの活用 ● 図書館やത物館、科学館などのެ共ࢪઃのར活用を促しています。৘ใ活用ೳ力が身に
つくとともに、ڷ౔の自然΁のѪ着がわくようにしています。（ୈ３߸・ୈ４߸・ୈ５߸） p.179

5
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p.134～135

p.136～137

編修上特に意を用いた点や特色1.

問題解決の流れを「見える化」した学びのサイクル＆ライン、
深い学びのヒントを「見える化」した見方・考え方マーカーにより、
児童は、理科の見方・考え方を働かせながら見通しをもって学びやすく、
先生方にとっても、授業の流れや評価のポイントを把握しやすくしました。

考察では、観察・実験の結果を予想
と照らし合わせながら、科学的に
妥当な結論を導きます。

問題を粘り強く解決しようとする
態度や、新たな問題発見に向かう
意欲を高めます。

考察～結論～新たな問題

既習内容や生活経験からスムーズ
に学びに入ることができ、学びの
つながりや連続性を意識できます。

導入にふさわしい簡易的な活動や
題材を取り上げ、児童の主体的な
問題づくりを促します。

問題発見

問題について自分なりに予想し、
他者との対話を通して、解決する
方法を協働的に計画します。

観察・実験の見通しがもてるよう、
全ての実験手順を学びのラインに
沿って示しました。

予想・計画～観察・実験

まとめる
3

見つける
1

調べる
2学びの

サイクル

まとめる
3

見つける
1

調べる
2

p.132～133

授業の流れや
ポイントがひと目で
わかる教科書です。1 理科の学びが 教科書へ見える

学びのライン

（→次ページ参照）

見方・考え方マーカー

編　修　趣　意　書
（学習指導要領との対照表、配当授業時数表）

受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年
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高い資料性

やってみたい！を引き出す単元導入（p.66～67）

理科を学ぶ意義・有用性を実感できる
「くらしとリンク」（p.80～81）

３年では、思考力・判断力・表現力等として、特に
「差異点や共通点をもとに、問題を見いだす力」を
重点的に育むように、丁寧に編修しました。

主体的な学びの原動力は、児童の「わくわく」する探究心。
自然とふれ合う楽しさ、科学的に考える楽しさがあふれる
授業をサポートします。

単元末の「まとめノート」「たしかめよう」で、単元の
基礎的・基本的な学習内容の定着を図り、「活用しよう」で、
学びを日常生活に活用する思考力等を育成します。

自然との直接的なふれ合いを大切にしつつ、理科の問題
解決に有効な ICT の活用例を、「活用の目的」とともに
適所に例示しています。

p.95

QR：花がさくようす（p.62）

ICTの活用例と目的
（p.126）

ウィズアース～風のぼうさい～（p.58）

比較の場面がわかりやすい紙面構成

児童の探究心
に火をつける、
わかりやすい
単元導入で、
主体的な
問題発見を
促します。

理科の学習と
実生活・実社会
とのつながり
を、教科の枠を
超えて、
豊富に紹介
しています。

紙の教科書× ICTの豊富な
資料で、学びの個性化・指導の
個別化をサポートします。

活用の目的

p.105

p.106

自然災害を
科学的な視点
で捉え、未来
志向型の防災・
減災を主体的
に考えます。

児童も、先生も、理科がもっと2 楽しくなる

がしっかりと身につく3 未来をひらく資質・能力

問題解決の力を育む 基礎・基本～応用までしっかり

「理科って楽しい！」を引き出す も効果的に

防災・減災を主体的に考える

問題解決の各場面で、児童が意識的に
理科の見方・考え方を働かせながら思考
でき、「深い学び」が実現します。

見方・考え方
マーカー

自然との直接体験を大切にした
ICT活用の例示（p.14）

比較の考え方 時間的な見方

学びを日常生活
に活用する。

知識及び技能の
定着をはかる。

編　修　趣　意　書
（学習指導要領との対照表、配当授業時数表）

受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年
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観　点 留　意　点 該当箇所

教育基本法及び
学習指導要領の
遵守

● 教育基本法および学習指導要領の目標を達成するため、特に次の３点を重視して
編修しました。

（1） 理科の学びが「見える」教科書
（2） 理科がもっと「楽しくなる」教科書
（3） 「未来をひらく資質・能力」が育つ教科書

全体

内容・配列・分量

● 児童が自ら活動し、問題解決学習を行うのに適した時数を配当しています。
（標準時数90に対して、配当時数80、予備時数10）

全体● 特に B 区分の単元は、系統的な順序性を確保した上で、季節的な不都合が生じな
いよう、野外観察や飼育・栽培に適した時期に配当しています。また、A 区分の「風
とゴムの力のはたらき」を梅雨の時期に室内で活動できるよう設定しています。

主体的・対話的で
深い学び

●「①見つける」→「②調べる」→「③まとめる」の 3 段階の学びのサイクルをくり返
すことで、問題解決の力が高まります。

全体
● 問題解決の各過程を言葉で大きく示すとともに、全ての過程を学びのラインでつなぐ

ことで、児童自身が見通しをもって主体的に学べるように配慮しています。

● 予想・計画の場面や考察の場面では、理科の見方・考え方を働かせた対話的な学習
活動を例示し、深い学びにつながるようにしています。 p.44、95、114 など

● 巻末の「つたえる」では、話すとき・聞くときの要点を例示しています。 p.178

知識及び技能の
習得

● 単元末の「まとめノート」では、単元の学習の要点を一覧でふり返ることができ、
「新しく学習した言葉」で用語の定着も図ることができます。 p.37、86、145 など

● 単元末の「たしかめよう」では、基礎的・基本的な問題を掲載し、知識及び技能の
習得につながるようにしています。 p.38、87、146 など

●「きぐの使い方」など、観察・実験の基本的な技能は、教科書と QR コンテンツの
動画を併用することで、一層定着させることができます。 p.13、93、162 など

思考力・判断力・
表現力等の育成

● 問題解決の各過程において、対話的・協働的な学習活動を充実させ、思考力・判断
力・表現力等が育まれるように配慮しています。 p.22、101、152 など

●「これまでの学習をつなげよう」では、複数の単元にまたがって学習した内容か
ら、知識を関連づけて思考する力がつくように工夫しています。 p.148

● 単元末の「活用しよう」では、図や写真から情報を読み取る問題などを扱い、思考
力が高まるようにしています。 p.38、106、168 など

● 巻末の「WaCBT（ワクビット）」では、理科の学習に関連した映像から情報を読み
取り、問題に答える CBT コンテンツを体験することができ、読解力や情報活用
能力の向上が図れるようにしています。

p.184

学びに向かう力・
人間性等の涵養

● ダイナミックな自然写真や児童のいきいきとした活動写真、日常生活とつながる
写真・資料を多く掲載することで、児童の探究心をゆさぶり、主体的に学習に取
り組めるようにしています。

p.26、66、108、
132、150 など

● 問題解決の流れの中の適所に「もっと知りたい」を設け、新たな問題発見に向かう
意欲を高め、学びの連続性を意識できるようにしています。 p.112、114、137 など

理科の見方・
考え方

● 問題解決の鍵となる「理科の見方・考え方」にマーカーを付すことで、児童の深い
学びを無理なくサポートし、資質・能力の育成につなげます。 p.20、48、85 など

● 3 年では、「比較」の考え方などを働かせながら、特に「差異点や共通点をもとに
問題を見いだす力」を重点的に育むように編修しています。 p.17、44、95 など

● 巻末では、理科の見方・考え方をまとめて紹介し、さらに日常生活で見方・考え方
が役立つ場面を漫画で紹介しています。 p.182 ～ 183

観察・実験などの
活動

● 観察・実験の手順を学びのラインに沿って丁寧に記述することで、見通しをもっ
て観察・実験を行えるようにしています。 p.14、53、115 など

● 安全面に十分配慮し、丁寧な注意文に加え、「注意」「やけど」「強い光」マークなど、
視覚的にわかりやすい共通のマークを設けています。

●「おもちゃランド」では、学習内容を生かしたおもちゃづくりを自ら計画し、もの
づくりを体験できるようにしています。 p.170 ～ 173

観点別特色4 令和の日本型学校教育～ の構築を目指して～

3
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観　点 留　意　点 該当箇所

理科を学ぶ意義・
有用性、
キャリア教育

● 単元内の「理科の広場」や単元末の「くらしとリンク」では、実生活や実社会と関連
した題材をビジュアルな紙面で扱い、理科に一層興味をもち、理科を学ぶ意義・
有用性を実感できるようにしています。

p.39、51、88 ～ 89、
149、154、169 など

● 学習内容に関連した職業や人物を随所に紹介し、キャリア教育の一助となるよう
に工夫しています。 p.88、107、174 など

学習評価

● 単元末の「たしかめよう」は知識及び技能、「活用しよう」は思考力・判断力・表現力
等の評価に活用できます。 p.57、106、168 など

●「きろくカードのかき方」や「ノートのまとめ方」を参考に観察・実験の記録をする
ことで、評価に活用できるようにしました。 p.176、177

1 人 1台端末
環境への対応

● 児童の直接体験を通した学びを大切にしつつ、学びの中で効果的に ICT を活用
する例を、「活用の目的」とともに随所に掲載しています。 p.4 ～ 5、14、126 など

● 紙面に QR コードを掲載し、「協働的な学び」をサポートするインタラクティブコ
ンテンツ（シミュレーション等）、「もっと知りたい！」にこたえる資料系コンテン
ツ（動画・WEB 図鑑等）、「個別最適な学び」をサポートする学習系コンテンツ（補
充問題・解説動画等）などのデジタル教材を豊富に用意しました。

p.15、35、38、55、
74、107、167 など

個別最適な学び
への配慮

● 単元末の「まとめノート」の QR コードから、単元の学習内容をふり返る「補充問
題」に取り組むことができます。 p.37、86、117 など

●「スマートかいせつ」では、「たしかめよう」「活用しよう」の全ての問題の解説動画
を視聴でき、理解度に合わせて個別最適に学習できるよう配慮しています。 p.38、87、118 など

協働的な学び
への配慮

● 自分と他者の考えを比較したり、他者と協働して実験計画を立案したりする活動
場面を例示し、協働的な学びが実現するように配慮しています。 p.22、92、142 など

● 授業での活用を想定した、インタラクティブなQRコンテンツで、協働的な学
びをサポートします。 p.35、55、74 など

他教科との関連
（カリキュラム・
マネジメント）、
STEAM教育

● 適所に表示した「他教科マーク」で、他教科との関連を意識できます。 p.97、151、162 など

●「理科につながる算数のまど」では、「長さ」、「重さ」、「体積」、「ぼうグラフ」をと
り上げ、算数科との関連が意識できるようにしています。 p.180 ～ 181

● 理科の学習をベースに、技術やものづくり、アート、算数・数学的な発想を組み
合わせた題材には、「STEAM　理科×アート」などのマークを付し、教科横断的
な考え方や視点が養われるようにしています。

p.80 ～ 81、149

低学年との接続、
小中接続、
教科担任制への
配慮

● 単元導入や本文中の適所に「思い出そう」を設け、生活科等での活動や既習内容、
生活経験などをふり返って関係づけることができるようにしています。 p.27、47、170 など

● 次学年以降の学習内容など、興味・関心に応じて学習をさらに深めたり広げたり
できる箇所に、「はってん」のマークを表示しています。 p.59、116、149 など

● ５・６年教科担任制に配慮し、３・４年の単元導入では「問題をつかもう」で理科へ
の素朴概念・問題発見を特に大切にし、５・６年の単元導入では「はじめに考えよ
う（もう一度考えよう）」で科学的な概念形成・自己成長を特に大切にしています。
また、３・４年と５・６年でデザインの色調を変え、３・４年では理科への興味・関
心をよりひき立てる色調を採用しています。

p.27、47、161 など

持続可能な
開発目標（SDGs）、
環境教育

● SDGs に関連する題材には、関連する目標のマークを示し、さらに特設サイト「わ
くわく SDGs」で、より詳しい情報を知ることができます。 p.11、59、171

●「理科の広場」や「くらしとリンク」などでは、生物の共通性・多様性や生命の神秘
さを実感できる話題を紹介し、自然環境への意識を高めるようにしています。 p.34、71、107 など

●「しぜんを大切に」マークを適所に設け、環境への意識づけを行っています。 p.43、72、123 など

防災・減災
● 自然災害から身を守る防災力を高めるため、全学年に「ウィズアース～○○の防
災～」を設けました。自然災害を科学的に捉え、自分たちにできることを主体的
に考えることで、未来志向型の防災・減災教育の実現を支援します。

p.58

プログラミング
学習

● プログラミング的思考を段階的に育成するため、全学年に「やってみよう！プロ
グラミング」を設けました。３年では、その入口として、風の強さを調整して、
目的の位置に車を停める「ちゅう車場ゲーム」を体験できます。

p.55

家庭や地域との
連携

● 地域の自然環境や施設などを生かした学習ができるよう配慮しています。 p.58、179 など

●「自由研究」の特集ページを全学年に設け、研究の進め方や参考図書を紹介するこ
とで、家庭と連携した理科学習を支援し、地域等の図書館の活用も促しています。 p.64 ～ 65
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対照表2.

観　点 留　意　点 該当箇所

野外活動における
注意、熱中症対策、
感染症対策

● 野外の活動では、毒を持つ生き物やかぶれる植物への注意に加え、手を洗うなど
の衛生面の配慮も示しています。 p.11、69 など

● 特に暑さが厳しい時期の野外活動では、熱中症への注意を促しています。 p.69、90

● 新型コロナウイルスをはじめとした感染症への対策として、音の学習では、糸電
話の紙コップの共用を避けるなどの注意を記載しています。 p.155

臨時休校等への
配慮、学校外での
学習活動

● 臨時休校等の際にも学びを止めないよう、写真や資料を豊富に掲載し、さらには
自学自習に適した単元末の問題や学習系QRコンテンツを用意しています。 全体

● 野外への持ち運びに適した「植物たんけんシート」、「こん虫たんけんシート」で、
学校外でも自然の共通性・多様性に触れることができるようにしています。

巻末付録：
　植物たんけんシート
　こん虫たんけんシート

用紙・印刷・製本
● 軽量で印刷が鮮明な用紙や、AB 判でも開きやすく強度も保てる「あじろ綴じ」を

採用しています。また、アレルギーや環境にも配慮し、植物油インキ・再生紙を
使用しています。

全体

図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 配当時数
○ 理科のガイダンス Ａ、Ｂ 表紙裏～ p.5 1 
１． 生き物をさがそう Ｂ（１）ア（ア）、イ p.8 ～ 17 4 
２． たねをまこう Ｂ（１）ア（ウ）、イ p.18 ～ 25 4
３． チョウを育てよう Ｂ（１）ア（イ）、イ p.26 ～ 39 8 
○ 植物の育ちとつくり Ｂ（１）ア（ウ）、イ p.40 ～ 45 3
４． 風とゴムの力のはたらき Ａ（２） p.46 ～ 59 8 
○ 花のかんさつ Ｂ（１）ア（ウ）、イ p.60 ～ 63 1 
○ 自由研究 Ａ、Ｂ p.64 ～ 65 2
５． こん虫のかんさつ Ｂ（１）ア（ア）（イ）、イ p.66 ～ 81 4
○ 植物の一生 Ｂ（１）ア（ウ）、イ p.82 ～ 89 3
６． かげと太陽 Ｂ（２） p.90 ～ 107 8
７． 光のせいしつ Ａ（３）ア（ア）（イ）、イ p.108 ～ 119 7
８． 電気で明かりをつけよう Ａ（５) p.120 ～ 131 6
９． じしゃくのふしぎ Ａ（４） p.132 ～ 147 7
○ これまでの学習をつなげよう Ａ（４）（５） p.148 ～ 149 1

１０． 音のせいしつ Ａ（３）ア（ウ）、イ p.150 ～ 159 5
１１． ものと重さ Ａ（１） p.160 ～ 169 6

○ おもちゃランド Ａ p.170 ～ 173 2
○ ４年に向けて Ａ、Ｂ p.174
○ オッターのしりょう室 Ａ、Ｂ p.175 ～ 183
○ ＷａＣＢＴ Ａ、Ｂ p.184
○ 植物たんけんシート / こん虫たんけんシート Ｂ（１） 巻末
　　　　　 〈標準時数 90〉 計 80（予備 10）

～インクルーシブ教育の実現に向けて～
特別支援教育 人権・ジェンダー・福祉 ユニバーサルデザイン
問題解決の各過程を「学びのラ
イン」に沿って示したり、本文
などのテキストを意味改行し
たりするなど、特別支援教育
の専門家の監修の下、全ての
児童が支障なく、落ち着いて
学べるよう配慮しています。

写真や挿絵は、男女の役割を
固定せず、互いに協力しなが
ら積極的に活動するようすを
描写するなど、性別・人種・身
体的特徴に十分配慮して編修
しています。

基本的な文字のフォントにＵＤフォ
ントを採用し、視認性と可読性を高
めています。また、色覚の個人差を
問わず、紙面の内容が判別しやすい
配色・デザインを用い、メディア・ユ
ニバーサル・デザイン協会（MUD）に
よる認証を申請中です。

5
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編　修　趣　意　書
（発展的な学習内容の記述）

受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年
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ページ 記 述 類 型 関連する学習指導要領の内容や
内容の取扱いに示す事項 ページ数
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ɹɹ௚઀తͳܥ౷ੑ͕͋Δ΋ͷΛؚΉʣͱ͞Ε͍ͯΔ಺༰

̎ʜֶशࢦಋཁྖ্ɺͲͷֶ೥౳Ͱ΋ѻ͏͜ͱͱ͞Ε͍ͯͳ͍಺༰
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